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9.	
 	
 研究実績の概要	
 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した	
 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立	
 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。	
 

タンパク質が固有の機能を有するメカニズムを明らかにするには、タンパク質が内在する揺らぎを理解することが

不可欠である。特に局所構造の揺らぎは基質認識や活性に重要であると考えられるため、局所構造の速い揺らぎに対

する知見が望まれる。そこで、トリプトファン(W)の燐光寿命を用いて W周辺の局所構造の揺らぎを調べることを目
的として本研究を実施した。本年度は、W とシステイン(C)の分子内接触による燐光寿命変化をプローブとして W 周
辺の揺らぎを調べた。スタフィロコッカルヌクレアーゼ(SNase)の 140番目W(W140)から 3~20残基離れた部位に Cを
導入し、C による消光係数から W と C に挟まれたペプチド鎖の揺らぎを調べた。C を導入していない野生型 SNase
のW140では、5.6 Mグアニジン塩酸塩(GdnHCl)存在下で約 20 µsの燐光寿命が観測された。一方 Cを導入した SNase
では消光により寿命が 0.3~10 µsに減少した。寿命変化から消光係数を求めると 4x104~3x106 s-1であり、W-C間距離の
減少に伴って消光係数は単調に増加した。このことから、W-C間のペプチド鎖は GdnHClとの相互作用によって柔軟
性が増し、特定の構造を持たずに比較的自由に揺らいでいると考えられる。さらに配列依存性を検証するため、生理

条件下においても天然構造をとらない変異体である 139A140についても同様の実験を行った。139A140は構造形成に
必要な相互作用を欠如しているため、野生型とは異なる揺らぎが観測されると期待されたが、5.6 M GdnHCl存在下で
は野生型と 139A140に差異は見られなかった。GdnHCl濃度を低くすることで、揺らぎに差異が現れると期待される。	
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